
 

日本ハム 

Ⅰ取締役の異動(2013年4月1日付) 

 

Ⅱ執行役員の異動 

１．執行役員の職務変更(2013年4月1日付) 

 
２．新執行役員の選任(2013年4月1日付) 

 



 

 

３．執行役員の退任(2013年3月31日付) 

 

 

Ⅲ組織変更 

新組織体制(2013年4月１日現在) 

 
 

 

Ⅳ基本組織の変更 

意思決定のスピードアップと経営資源の重点配分を行い、事業責任を明確にすることで、今期より新たにスター

トさせた「新中期経営計画パートⅣ」を強力に推進していく経営体制を充実させる。 

(1) 「エンジニアリング部」を直轄部門から本社管理部門へ変更。 

「総務部」との連携強化を図ることで、グループ全体の資産管理、処分等に関する業務の組織的かつ効

率的運営を推進していく。 

(2)食肉事業本部「フード・物流統括部」を「フード・物流事業部」に名称変更。 

統括部から事業部に名称変更することで、事業責任をより明確にする。 

 

Ⅴ基本組織以外の変更 

同社は、2013年2月1日付で「コーポレート戦略タスクフォース」を新設。 

同社グループは食を通した「食べる喜び」をテーマとし、「おいしさの感動と健康の喜び」の実現を目指す企業。



 

事業の流れは「生命(いのち)を育む」ことから始まっている。育んだ生命(いのち)の恵みを大切にし、品質に妥協

することなく、食べる喜びを心を込めて提供。そして、時代に先駆け食の新たな可能性を切り拓き、楽しく健やか

なくらしに貢献することで「人輝く、食の未来」を実現していく。 

新組織はさらなる企業価値向上を目指して、同社グループの全ての製品ブランドやコーポレートブランド、そし

てグループブランドを有機的に親和性を持たせることでグループブランド価値の向上を図る。 

さらに、グループ横断的なマーケティングと社内外とのコミュニケーション機能を強化することで企業価値の最

大化を図る。そして、時代の変化を先取りしたグループの事業ポートフォリオを策定し、新たなステージにチャレ

ンジする。 

コーポレート戦略タスクフォースの機能は以下の通り。 

日本ハムグループの 

① ブランドマネジメント 

② コーポレートマーケティング 

③ コーポレートコミュニケーション 

④ ポートフォリオマネジメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


